
令和の日本型学校教育



小松市教育大綱





現状と課題

• 学校訪問を通して
子供の姿 教師の姿 学習環境

ICTの活用
学び方を選択
個別最適な学び
協働的な学び

単元・授業デザインの工夫
ICTの活用意識
学びの場の設定・時間の確保

学習用端末機種変更
多様な学習形態
（個人、ペア、グループ…）

子供の姿 教師の姿 学習環境

個別・協働 一体的な学び
必要感のある学び
自ら学びを進める（自立）

学びの深まりの実感
基礎基本の定着

実態の把握
ICTの効果的な活用
教えるー任せる（委ねる）

学習状況の見取り
授業のねらいの達成

魅力的な学習環境
教室・机椅子
内容・時間・ペース

学校規模

【現状】

【課題】



多様な学びの場の設定

【学習活動・内容に応じた多様な集団編成】

① 個別 （１人） ：課題に向き合う、自覚化を図る

② 小集団（３～４人）：全員発言、対話的に学ぶ

③ 全体 （20～35人）：多様な考えにふれ、深める

【教師の役割】
教える人から、学びの場をデザインし、伴走する人へ



ICTの活用

【児童生徒にとって】

①特別な道具 ⇒ 文房具
②使ってみる ⇒ いつでも使える
③指示されて使う ⇒ 自ら使う

【教職員にとって】

①授業準備等 プリントの印刷・配布、集計
拡大印刷、板書

②学習状況の把握 ノート、ワークシートの提出、丸付け

③教師の指導↓ ⇒ 児童の主体↑

効率化



研究指定校による実践研究

• R6～R8

• 令和の日本型学校教育の具現化に向けた実証研究
稚松小学校

• R6～R８ R８～

• 未来の学びづくり研究事業 ・サキドリ研究事業

松東みどり

学園

• R7～R8

•授業力向上研究事業（学びに向かう力の育成）向本折小学校

• R7～R8

•授業力向上研究事業（学びに向かう力の育成）芦城中学校
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研修観の転換

変化を前向きに受け⽌め、
探究⼼を持ちつつ自律的に学ぶ教師

・参加者は、研修にどのような⼼持ちでのぞむだ
ろうか

・参加者は、研修の中で、どのような気付きを得
ていくだろうか

・参加者は、研修後、どのように業務（授業）に
向かうだろうか

参加者の視点に立って、その状況を丁寧に想像し、
デザインする。


